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論 文 の 要 旨 
 本論文は、日本語の授受表現の中のテモラウ文が行為説明場面においてどのように使われているのかについて、
韓国語の아/어 주다（a/eo juda）文との比較分析を通してテモラウ文の機能を明らかにすることを目的とする。テモラウ
文とそれに該当する韓国語の授受表現の아/어 주다（a/eo juda）が、韓国と日本のテレビ・ラジオでどのように使われ
ているかについて実態調査を行ったうえで、蒲谷（1998、2013）で述べられている９パターンの行動展開表現に基づい
て日韓の行為説明場面において両言語の母語話者がどのように使用しているか調査分析し、テモラウ文の新たな機
能の解明を試みたものである。 
本論文は７つの章から構成されている。 
第１章 序論 
第２章 先行研究 
第３章 予備調査 
第４章 テレビ・ラジオにおけるテモラウ文と「아/어 주다（a/eo juda）」文の使用実態調査 
第５章 行為説明表現におけるテモラウ文の使用実態調査―「道案内」と「食べ方」に関する調査を中心に― 
第６章 行為説明表現におけるテモラウ文の機能 
第７章 全体のまとめ及び今後の課題 
第１章では、話し手に受益が生じない場合でもテモラウ文の使用頻度が高いことを明らかにし、従来の授受表現とは
異なる機能がある可能性を提示し、日韓両言語の対照研究及び日本語教育の立場でテモラウ文と아/어 주다（a/eo 
juda）文を分析することを述べる。また、本研究の分析対象は日韓両国のテレビ・ラジオで使われているテモラウ文と
아/어 주다（a/eo juda）文であること、行為説明場面における両言語の母語話者の表現形式であることが述べられ、
両国の日常生活におけるテモラウ文と아/어 주다（a/eo juda）の機能を解明することによって日韓対照研究及び日本
語教育研究に貢献するという意義が述べられる。 
第２章では、テモラウ文の先行研究の概観を行ったうえで、受益性を中心とした意味的特徴と、ヴォイスの観点から
言い換えが可能な他の構文との違いについて論じる。それに基づいて本論文の研究範囲として、①受身文や使役文
とは言い換えが不可能、②テクレルとも言い換えが不可能、③省略が可能、④文中に現れるテモラウ文、であることが
述べられる。韓国語の아/어 주다（a/eo juda）文の意味的特徴については、①受益性、②期待充足が取り上げられ、
これらは日本語の「～てあげる」、「～てくれる」、「～てもらう」のいずれの授受表現にも対応可能であることが確認され
る。また、아/어 주다（a/eo juda）の主語は有情物しか共起できず、無情物や自然現象とは共起不可能であることが述
べられ、有情物間の関係性を表す機能を担っているということを論じる。 
第３章では、テモラウ文と아/어 주다（a/eo juda）文の使用実態について日本語と韓国語のコーパスを対象に分析
が行われ、日本語でテモラウが用いられている表現が韓国語では授受表現以外で表現されていることが確認される。
両言語のコーパス分析から日本語ではテモラウ文の使用頻度が高いが、韓国語では特定の授受表現ではなく様々な
表現でテモラウ文に該当する意味を表現していることを論じる。また、さらに、両国の会社の場面を設定し、日本語母
語話者と韓国人日本語学習者がどのように表現するかについてアンケート調査を行った結果を考察している。日本語
母語話者の場合、第 3 者への依頼表現、第 3 者への願望表現、聞き手への許可表現などにおいてテモラウを多用し
ている一方、韓国人日本語学習者はテモラウを殆ど使用していないことが論じられる。また、話し手に直接的な受益が
生じない場面でテモラウ文を用いた表現を選択した日本人母語話者の回答から、テモラウは聞き手または第 3 者への
配慮の気持ちを表す際に用いられるという仮説が立てられる。その仮説から、本論文ではテモラウの文法的及び意味
的な観点だけではなく、その言語形式を用いた話し手の気持ちや意識などの背景についても考察する必要があると論
じる。 
第４章では、日本と韓国のテレビとラジオに使われているテモラウ文と아/어 주다（a/eo juda）文の使用実態に関す
る調査からテモラウ文の受益性を中心に両言語の特徴について論じる。テレビとラジオのインタビュー文に使われたテ
モラウの形態を 23 種類に分類し、直接テモラウ文と間接テモラウ文に分類し、どのように使われているかについて論じ
る。韓国語においても、文中と文末に焦点を当てて詳細に分析を行い、아/어 주다（a/eo juda）が省略されても文法
的に適格な文として使われていることを述べたうえで、아/어 주다（a/eo juda）もテモラウと同様に、授受表現としての
機能と、聞き手に対する配慮の気持ちを表す機能があることが論じられる。 
第５章では、第３章と第４章で行ったテモラウ文の日常の言語生活での使用実態に関する調査の分析結果に基づ
いて、日韓両言語の「道案内」と「食べ方」の行為説明場面におけるテモラウ文と아/어 주다（a/eo juda）文の使用実
態について調査を行い、機能について論じる。道案内ではテモラウ文の出現頻度が高かったことから、聞き手に対す
る配慮の気持ちを表すためにテモラウ文が使用されていたことを論じる。韓国語は아/어 주다（a/eo juda）が使われて
おらず敬語などの丁寧な表現の使用頻度が高く、日本語とは異なる特徴を示していることを論じる。日韓両言語にお
ける「道案内」と「食べ方」における行為説明表現についての調査結果から、日本語母語話者は自分に受益が生じな
い場面においても、テモラウやテイタダクを用いて、まるで自分に受益が生じるかのように表現を多用する傾向が強い
一方で、韓国人母語話者は、授受表現は使わず、その代わり、敬語表現を用いて表現する傾向が強いということを論
じる。 
第６章では、第５章の行為説明場面における調査の結果から、被験者を対象にテモラウを用いて表現した理由につ
いて直接聞き取り調査を行い、テモラウを用いた理由について分析結果を述べる。被験者の意識の中にはテモラウ文
が丁寧表現として使用されていることを明らかにし、対人関係においては従来の受益の意味から拡張されていることを
主張する。同様な場面において韓国人の被験者は敬語に関する意識が高く、初対面の相手に対して丁寧に話そうと
いう意識が아/어 주다 （a/eo juda）や敬語で表れていることが論じられている。 
第７章では、第２章から第６章までの考察が関連付ける形でまとめられ、本研究の成果や意義、及び今後の課題が
述べられている。 
 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は日本語の授受表現の中でテモラウ文の語用的な特徴に着目して、日韓両言語の使用実態と母語話
者の認識の分析結果に基づいて、テモラウ文の新たな機能の解明を試みた論文である。日本語教育における授
受表現の研究は、これまでに受益性に関連する意味的特徴の研究や、他言語との比較を通した構文的な特徴に
関する研究が多かったが、本研究では日本と韓国の日常生活におけるテモラウ文と아/어 주다（a/eo juda）文の語
用的な特徴を明らかにし、この両者が聞き手に対する配慮表現としての機能を持っていることを主張している。日本
と韓国のテレビ・ラジオに使われているテモラウ文と아/어 주다（a/eo juda）文を対象に受益性の有無や使用頻度を
明らかにしたうえで、行為説明場面において聞き手に対する配慮表現として使われるようになっていることを明らか
にした。日本と韓国の実生活で使われている言語データの分析を通して日本人と韓国人の言語使用に関する意識
についても分析を行っており、対照研究の観点からも日本語教育の観点からも実践的な研究として価値を持つ研究
である。一方、第2章の会社での会話を調べた調査では、両言語の設定が統一されていない部分や、第3章の両言
語のコーパスの分析のデータの量に異なりが存在している点など、両言語のデータ収集法が統一されていない点に
ついては不十分であると言わざるを得ない。しかし、母語話者から直接聞き取り調査やインタビュー調査など、アンケ
ート調査の結果を補いぞれぞれの言語が持つ特徴を明らかにするなど、研究方法においても評価すべき点は少な
くない。 
本論文では、蒲谷（1998、2013）の９種類の行動展開表現パターンに依拠して、第４章～題６章で分析した日韓両
言語の言語データから、日本人と韓国人の説明場面における表現形式の使用についてパターン化を試みている。
道案内や食べ方のような日常生活おける説明場面でテモラウ文が多用されていることを明らかにし、聞き手に対す
る配慮表現として使われているという新たな機能を明らかにしたことは日韓両言語の対照研究だけではなく、日本語
教育においても応用できる成果として高く評価できる。 
本論文は、両言語の授受表現の語用的特徴や母語話者の配慮に関する意識を解明した点で、教育と現場をつ
なぐ実践的な対照研究として高い価値を持つだけでなく、日本人に対する韓国語教育にも応用できる研究であり、
さらなる継続と発展が期待される研究である。 
２ 最終試験 
  平成 27 年 10 月 16 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席
のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委
員全員一致で合格と判定された。 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際日本研究）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
